


第14回
餅を松内の間供える。
広島県三津町
 「雪隠さん」に正月はお祝餅を供
える。
沖組県石垣島
   厠神を荒

か む た か

神として尊
そ ん す う

崇し、病人
の衰弱がはなはだしいときは、こ
の厠神に線香・花・米・酒を供えて
平癒を祈願する。

《厠の神は水の神》
　日本の厠神に関する民間信仰は、
かなり水の神やお産との関係を無視で
きない。というのは、お産のときに
産湯が大切なので、その水を川や井
戸からまず手に入れねばならない。そ
こでお産に関して「川行き」とか「川お
り」などという呼称が残っている。例
えば…　
島根県雲城村など　
　産婆の手伝いに行くことを「川
行き」といい、反対に葬式へ出掛
けることを「山行き」などという。
沖縄
　名づけの日になると「川おり」と
いって、産児をねかした上に芭蕉
布をかけ、海岸から捕ってきた小
カニを数匹這わせる行事が最近ま
で行われた。
奄美大島
　産後七日目に行うイダシバジメ
の行事に、乳児の頭上にカニ（蟹）
をはわせたという。
　この場合、カニは当然、水の神
の使者という考えがあったのであ
ろう。また、幼児にとって川や井
戸そして便所などは、どちらも危
険な場所であったから、こうした
場所の水神に対して、幼児の安全
を祈願したことも当然であった。
三重県
　七夜に、井戸と便所にお参りし

たり、『七の橋を渡って、七軒の便
所に詣

ま い

る』などという地域があった。
　以上のごとく、日本の厠神を考える
場合、その前提として水の神の信仰
がうかがわれるので、このことは古く
日本のカワヤ自身が、文字通り川の
上や川のほとりに設けられた幼児にと
っては落ちたら危い川屋であったこと
を暗示している。

《厠神とお産》
　厠神はすでに述べた通りお産との関
係も深く、妊婦が便所をきれいにする
と、美しい児が生まれるという俗信が、
全国に広がっている。
　関東から信越にかけては、生児の
初の外出に当たって、まず近隣のトイ
レを拝んでまわる「せっちんまわり」と
か「へや参り」の習俗がある。

《中国全土に見られる厠神》
　厠神の信仰は全国的にひろく行
われている。厠神は地域によって
紫
ズーク ー シ ェ ン
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チーク ー ニ ャ ン
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生娘仔などと呼ばれているが、華
北地方の紫姑神が最もよく知られて
いる。
　いずれも、 主として正月15日
元
げんしょうせつ

宵節、女神をかたどった人形をつく

り、便所あるいは豚小屋などからこ
れを迎え、便所のそばでこれ祀ると、
針仕事や良縁など、女性としての願
いごとがかなえられるという。
　また、紫姑神を迎えて、豊作や養
蚕などを占う「紫姑占い」も盛ん行わ
れている。
　紫姑神の人形は、しゃもじ・ざる・
ほうきなどで作るのが一般的である。
しかし、福建省などの冬生娘仔は、
大きさが手のひらぐらいの人形で、
線香の棒を十文字に組合わせ、足は
隻
せっきゃく

脚（編者注：片方の足を欠損した状
態）とし、祭りがすむとこの人形を便
器の中に投げ入れたり、あるいは焼
き捨てる場合もある。
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